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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成25年6月27日(2013.6.27)

【公表番号】特表2012-533161(P2012-533161A)
【公表日】平成24年12月20日(2012.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2012-054
【出願番号】特願2012-520026(P2012-520026)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｈ  47/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｇ   7/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｈ  47/00    　　　Ｆ
   Ａ６１Ｇ   7/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月30日(2013.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのモータ（４．１）を備える少なくとも１つの駆動ユニット（４）と、
　それぞれモータ接点エレメント（１２．１；１３．１）と安全接点エレメント（１２．
２；１３．２）を有する少なくとも２つの操作ユニット（１２，１３）を備える少なくと
も１つの操作装置（２）と、
　少なくとも１つの給電ユニット（３）と、
　少なくとも１つの安全装置（９）とを有するファーストフェイルセーフ機能付き電動家
具駆動部（１）であって、
　前記家具駆動部（１）は、前記少なくとも２つの操作ユニットの機能表示およびエラー
表示のための通報装置と安全装置（９）とによって構成されている、ことを特徴とするフ
ァーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１）。
【請求項２】
　少なくとも２つの操作ユニット（１２，１３）のモータ接点エレメント（１２．１；１
３．１）は、モータ電流を切り換えるため少なくとも１つのモータ（４．１）と接続可能
である、ことを特徴とする請求項１に記載のファーストフェイルセーフ機能付き電動家具
駆動部（１）。
【請求項３】
　それぞれ１つのモータ接点エレメント（１２．１；１３．１）と安全接点エレメント（
１２．２；１３．２）が機械的に相互に結合されている、ことを特徴とする請求項１また
は２に記載のファーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１）。
【請求項４】
　それぞれ１つのモータ接点エレメント（１２．１；１３．１）と安全接点エレメント（
１２．２；１３．２）が同時にまたは連続して操作される、ことを特徴とする請求項３に
記載のファーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１）。
【請求項５】
　少なくとも２つの操作ユニット（１２，１３）の安全接点エレメント（１２．２；１３
．２）は、安全スイッチエレメント（１５）を操作するために少なくとも１つの安全装置
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（９）と結合されている、ことを特徴とする請求項１から４までのいずれか１項に記載の
ファーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１）。
【請求項６】
　少なくとも１つの安全装置（９）は、操作装置（２）、給電ユニット（３）、電圧源（
８）、またはそれらの組み合わせの中に配置されている、ことを特徴とする請求項２から
５までのいずれか１項に記載のファーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１）
。
【請求項７】
　少なくとも２つの操作ユニット（１２、１３）の安全接点エレメント（１２．２；１３
．２）は、少なくとも１つの安全装置（９）を形成する、ことを特徴とする請求項６に記
載のファーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１）。
【請求項８】
　安全接点エレメント（１２．２；１３．２）はそれぞれ対応するモータ接点エレメント
（１２．１；１３．１）と電気的に直列に接続されている、ことを特徴とする請求項６に
記載のファーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１）。
【請求項９】
　通報装置（１０）は光学的および／または音響的通報エレメント（１１）を有する、こ
とを特徴とする請求項１から８までのいずれか１項に記載のファーストフェイルセーフ機
能付き電動家具駆動部（１）。
【請求項１０】
　通報装置（１０）は光学的通報エレメント（１１）として発光ダイオードを有する、こ
とを特徴とする請求項８に記載のファーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１
）。
【請求項１１】
　通報装置（１０）は、通報エレメント（１１）を評価する論理回路および／またはコン
トローラの形で少なくとも１つの評価ユニットを有する、ことを特徴とする請求項９に記
載のファーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１）。
【請求項１２】
　通報装置（１０）は評価ユニットとしてダイオードユニット（１４）を有する、ことを
特徴とする請求項１１に記載のファーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１）
。
【請求項１３】
　通報装置（１０）は、高抵抗の抵抗（Ｒ３，Ｒ５，Ｒ６）を備える少なくとも１つの発
光ダイオードを有する、ことを特徴とする請求項８または９に記載のファーストフェイル
セーフ機能付き電動家具駆動部（１）。
【請求項１４】
　安全装置（９）は、補助電圧源（１７）を備える電源スイッチユニット（１６）の構成
部分である、ことを特徴とする請求項１から１３までのいずれか１項に記載のファースト
フェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１）。
【請求項１５】
　補助電圧源（１７）は、電源に接続された補助電圧トランス（１７．１）である、こと
を特徴とする請求項１４に記載のファーストフェイルセーフ機能付き電動家具駆動部（１
）。
【請求項１６】
　補助電圧源（１７）は、バッテリー、再充電可能なバッテリーおよび／または大容量の
コンデンサである、ことを特徴とする請求項１４に記載のファーストフェイルセーフ機能
付き電動家具駆動部（１）。
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